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インターネット
い ん た ー ね っ と

（ネット）利
り

用
よう

が日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に浸
しん

透
とう

してきた 1990年
ねん

代
だい

中
ちゅう

盤
ばん

からおよそ 30 年、ネットの

中
なか

には個
こ

人
じん

レ
れ

ベ
べ

ル
る

の 情
じょう

報
ほう

からニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

、専
せん

門
もん

的
てき

な

知
ち

識
しき

、政
せい

府
ふ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

の 情
じょう

報
ほう

まで世
せ

界
かい

中
じゅう

のあらゆる情

報が蓄
ちく

積
せき

され続
つづ

けてきました。 

そして 私
わたし

たちは、この蓄積された巨 大
きょだい

な情報を元
もと

に、「ネット検
けん

索
さく

」という 形
かたち

で辞
じ

書
しょ

替
が

わりに利
り

用
よう

して

います。しかし、検索結
けっ

果
か

は利
り

用
よう

者
しゃ

が完
かん

成
せい

させたい記
き

事
じ

や文
ぶん

章
しょう

ではなく、玉
ぎょく

石
せき

混
こん

淆
こう

の素
そ

材
ざい

として提
てい

示
じ

さ

れるだけでした。つまり最
さい

終
しゅう

的
てき

な文章の完
かん

成
せい

は人
にん

間
げん

にしかできない仕
し

事
ごと

でした。それが今
いま

覆
くつがえ

されよ

うとしています。 

この画
かっ

期
き

的
てき

な発
はつ

明
めい

が「生成 AI」なのです。「生成 AI」

の AI は「Artificial Intelligence（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）」の 略
りゃく

で、

「生成 AI」とは、ネット 上
じょう

の大
たい

量
りょう

な情報をベ
べ

ー
ー

ス
す

に、利用者の指
し

示
じ

や質
しつ

問
もん

に応
おう

答
とう

して、文章、画
が

像
ぞう

、音
おん

楽
がく

、動
どう

画
が

などを短
たん

時
じ

間
かん

で新
あら

たに作
つく

り出
だ

すことができ

る技
ぎ

術
じゅつ

のことです。この技術の登
とう

場
じょう

を「100 年に一
いち

度
ど

の産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

だ」と言
い

う人
ひと

もいます。 

現
げん

在
ざい

、この生成 AI の 商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

を世
せ

界
かい

の企
き

業
ぎょう

が

競
きそ

って 行
おこな

っています。代
だい

表
ひょう

的
てき

なものがア
あ

メ
め

リ
り

カ
か

の

マ
ま

イ
い

ク
く

ロ
ろ

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

社
しゃ

の「Bing
びんぐ

」、グ
ぐ

ー
ー

グ
ぐ

ル
る

社
しゃ

の「Bard
バード

」、そ

して今
いま

一
いち

番
ばん

注
ちゅう

目
もく

を浴
あ

びているのがオ
お

ー
ー

プ
ぷ

ン
ん

A
えー

I
あい

社
しゃ

の「チャット GPT」です。これは「Chat Generative Pre-

trained Transformer」の 略
りゃく

語
ご

で、 直
ちょく

訳
やく

すると「生
せい

成
せい

可
か

能
のう

な事
じ

前
ぜん

学
がく

習
しゅう

済
ず

み変
へん

換
かん

器
き

」という意
い

味
み

です。「文
ぶん

章
しょう

生
せい

成
せい

モ
も

デ
で

ル
る

」とも言われています。どんなことが

できるかというと、質
しつ

問
もん

に対
たい

する回
かい

答
とう

だけでなく、文

章の作
さく

成
せい

や添
てん

削
さく

、校
こう

正
せい

、膨
ぼう

大
だい

な文章の要
よう

約
やく

、脚
きゃく

本
ほん

生
せい

成
せい

A
えー

I
あい

／
ち ー ー ーニュース

に ゅ ー す

の言葉
ことば
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や詩歌
しいか

、小
しょう

説
せつ

を書
か

くこともできるといいます。その他
ほか

にも P
ぴー

C
しー

のプ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ミ
み

ン
ん

グ
ぐ

や 表
ひょう

計
けい

算
さん

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

の関
かん

数
すう

を記
き

述
じゅつ

することもできるそうです。しかも、このチャ

ット GPT は数
すう

千
せん

億
おく

から数
すう

兆
ちょう

ともいわれる膨
ぼう

大
だい

な

単
たん

語
ご

をネット上のニュースなどから 収
しゅう

集
しゅう

している

ので、その豊
ほう

富
ふ

な語
ご

彙
い

力
りょく

を元
もと

にとても自
し

然
ぜん

なことば

で 表
ひょう

現
げん

できるのです。 

ただし、収集されているネット情報には、もともとフ
ふ

ェ
ぇ

イ
い

ク
く

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

や間
ま

違
ちが

った情報もたくさんあるので、

チャット GPＴが作
つく

り出
だ

す情報の中には間違った情報

もあり、回答については事
じ

実
じつ

確
かく

認
にん

が必
ひっ

須
す

です。今
こん

後
ご

、

利用者が増
ふ

え、間違った情報が是
ぜ

正
せい

されていけば、AI は

さらに学
まな

び続
つづ

け、回答の精
せい

度
ど

は上
あ

がっていくと言われ

ています。しかし、現 在
げんざい

の 状
じょう

況
きょう

では、無
む

意
い

識
しき

に、あ

るいは意
い

図
と

的
てき

に AＩに作成させたフェイクニュースが

拡
かく

散
さん

されてしまう可
か

能
のう

性
せい

が大
おお

きいので 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。その他にも、個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の 流
りゅう

出
しゅつ

や著
ちょ

作
さく

権
けん

侵
しん

害
がい

も問
もん

題
だい

視
し

されています。 

このチャット GPT は 2022 年の 11月
がつ

にサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を

提
てい

供
きょう

し始
はじ

めて、わずか 2 か月
げつ

で利用者が 1億
おく

人
にん

を

突
とっ

破
ぱ

したそうです。あまりに 急
きゅう

速
そく

な広
ひろ

がりの中
なか

で国
くに

や 行
ぎょう

政
せい

、 教
きょう

育
いく

分
ぶん

野
や

でも利
り

用
よう

にス
す

ト
と

ッ
っ

プ
ぷ

をかけた

り、使
し

用
よう

上
じょう

の注意が呼
よ

びかけられたりしています。 

 まず教育の世
せ

界
かい

では学
がく

生
せい

のレ
れ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

や論
ろん

文
ぶん

も、チャットＧＰ

Ｔなどを利用すればあっという

間
ま

にできてしまい、学生としての

努
ど

力
りょく

や思
し

考
こう

が要
い

らなくなりま

す。また、学生が自
じ

力
りき

で作成した

かどうかもわからない提
てい

出
しゅつ

物
ぶつ

では、教
きょう

員
いん

が 評
ひょう

価
か

するのが 難
むずか

しくなり、学
がく

問
もん

の場
ば

の意
い

味
み

が根
こん

底
てい

から揺
ゆ

さぶられることになります。日
に

本
ほん

の主
しゅ

要
よう

大
だい

学
がく

でも、早
さっ

速
そく

、論文やレポートで生成 AＩ

を利用することを禁
きん

止
し

し、生成 AＩが作成した論文を
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提
てい

出
しゅつ

した場
ば

合
あい

は不
ふ

正
せい

行
こう

為
い

とみなして処
しょ

罰
ばつ

する等
など

の

声
せい

明
めい

を出
だ

しました。 

そして、何
なに

より危
き

惧
ぐ

されていることは、生成 AI の登
とう

場
じょう

で仕事がなくなり、失
しつ

業
ぎょう

する人
にん

間
げん

も出
で

てくるだ

ろうということです。ある I
あい

T
てぃー

大
だい

企
き

業
ぎょう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

に

よると、事
じ

務
む

管
かん

理
り

部
ぶ

門
もん

の 従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

のうち今
こん

後
ご

5 年で

30 ％
ぱーせんと

が AI や自
じ

動
どう

化
か

で要
い

らなくなる、ということで

す。 

芸
げい

能
のう

の世
せ

界
かい

でも AＩ音
おん

声
せい

により声
せい

優
ゆう

やア
あ

ナ
な

ウ
う

ン
ん

サ
さ

ー
ー

などの仕事が 脅
おびや

かされると 声
こえ

を上
あ

げる 人
ひと

もいま

す。また、AI は声だけでなく 収
しゅう

録
ろく

された人
ひと

の顔
かお

や動
どう

作
さ

を元
もと

に、年
ねん

代
だい

や性
せい

別
べつ

を変
か

えて架
か

空
くう

の役
やく

者
しゃ

による映
えい

像
ぞう

作
さく

品
ひん

を生
せい

成
せい

することもできるそうです。もちろん

ア
あ

ニ
に

メ
め

や歌
うた

なども自動生成できます。つまり生
なま

身
み

の役

者や声優やア
あ

ニ
に

メ
め

ー
ー

タ
た

ー
ー

、 脚
きゃく

本
ほん

家
か

がいなくてもそれ

なりのものができてしまうということです。もちろん、

その結果に人
にん

間
げん

が満
まん

足
ぞく

するかどうかは別
べつ

ですが。 

このように AI が奪
うば

う仕事は単
たん

純
じゅん

作
さ

業
ぎょう

だけではな

く、ク
く

リ
り

エ
え

イ
い

テ
て

ィ
ぃ

ブ
ぶ

な仕事といわれる分
ぶん

野
や

にも広
ひろ

がっ

ています。後者の他の例として、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い 職
しょく

業
ぎょう

の代
だい

表
ひょう

格
かく

である弁
べん

護
ご

士
し

や会
かい

計
けい

士
し

、医
い

療
りょう

の世界

でも AI が肩
かた

代
が

わりできる部
ぶ

分
ぶん

がかなりあるといいま

す。 

生成 AI をめぐってはまだまだ課
か

題
だい

も多
おお

く、欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

ではチャット GＰＴへのア
あ

ク
く

セ
せ

ス
す

を一
いち

時
じ

停
てい

止
し

した

り禁止したりして、AI 社会へのかじ取
と

りに慎
しん

重
ちょう

にな

ろうとしています。 

日
に

本
ほん

では「人
ひと

手
で

不
ぶ

足
そく

への対
たい

応
おう

など労
ろう

働
どう

生
せい

産
さん

性
せい

の

向
こう

上
じょう

が期
き

待
たい

できる」と利用に前
まえ

のめりで、日
にち

常
じょう

業
ぎょう

務
む

に積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り
り

入
い

れる自
じ

治
ち

体
たい

や 行
ぎょう

政
せい

分
ぶん

野
や

、企業

も次
つぎ

々
つぎ

に出てきています。 

生成 AI はいとも簡
かん

単
たん

に、人
にん

間
げん

が目
め

を見
み

張
は

るような

ことをやってのけます。操
そう

作
さ

も簡
かん

単
たん

で、あらゆる指
し

示
じ

に文
もん

句
く

も言
い

わずに応
おう

じてくれる気
き

楽
らく

さがあるので、利
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用に歯
は

止
ど

めをといっても難しいでしょう。しかし、忘
わす

れてはいけないのは AI の世界はデータの蓄積を元にし

ているので、生成されたものは結
けっ

局
きょく

、過
か

去
こ

の模
も

倣
ほう

や

組
く

み合
あ

わせや統
とう

計
けい

的
てき

結
けっ

果
か

でしかないということです。

人間がデータだけでなく、実
じつ

在
ざい

の世
せ

界
かい

に生
い

きてゼ
ぜ

ロ
ろ

か

ら思
し

考
こう

して、創
そう

造
ぞう

する世
せ

界
かい

とは違
ちが

います。また、主
しゅ

体
たい

のはっきりしない AI が生成した結果に誰
だれ

がどう責
せき

任
にん

を取
と

るのか…。悪
あく

意
い

を持った利用意図をどう防
ふせ

げる

のか…、利用のルール作りはまだまだこれからなので

す。 

今
いま

、加
か

速
そく

度
ど

をつけて広
ひろ

がる生成 AI、このまま無
む

抵
てい

抗
こう

に受
う

け入
い

れ、気
き

づいた時
とき

に 失
うしな

っているものはないで

しょうか？少
すく

なくとも、使用する側
がわ

は自
じ

分
ぶん

がどんな性
せい

質
しつ

のものを利用するのか、利用した結果のリ
り

ス
す

ク
く

には

どんなことが 考
かんが

えられるのかは理
り

解
かい

しておかなけれ

ばならないでしょう。もう後
あと

戻
もど

りはできないであろう

AI 世界との付
つ

き合
あ

いの中で人間はどう生
い

きるのか？生
せい

活
かつ

や人
じん

生
せい

の豊
ゆた

かさを作
つく

る主
しゅ

導
どう

権
けん

は、人
ひと

の手
て

から奪
うば

われないようにしたいですね。            （bab） 
 

※生成 AI が作った画
が

像
ぞう

例
れい

 

 「夏
なつ

の終
お

わりの風
ふう

景
けい

を、a)ゴ
ご

ッ
っ

ホ
ほ

風
ふう

に、b)水
すい

彩
さい

画
が

風
ふう

に描
か

い

てください」と 注
ちゅう

文
もん

したら 左
ひだり

の画像が出てきました。 

 


